
平成23年度 常滑東小学校学校アンケート結果 （２３年７月実施。対比較２２年度は６月実施分）

＜ ＞内は回答者。回答総数、児童６０１人、保護者５８３人、教師２１人

1 学校の楽しさ度
＜子ども＞学校が毎日楽しい。 ＜保護者＞＜子ども＞は学校が楽しいと言う。

＜教師＞学校の雰囲気はよく、子どもたちは生き生きとしている。

2 あいさつの様子は？
＜子ども＞朝、自分からあいさつをする。 ＜保護者＞家庭では子どもにあいさつをするよう声かけをする。

＜教師＞進んで子どもたちにあいさつをする。 ＜子ども＞あいさつをしている人

3 思いやり・感謝の心を
＜子ども＞「ありがとう」を言えている。／人に優しくしている。 ＜教師＞子どもに思いやりや感謝の気持ちが育っている。

4 奉仕の心・自主性を

＜子ども＞自分から進んで清掃活動に取り組む。 ＜保護者＞家の手伝いをするよう声かけをする。

＜教師＞清掃指導の成果が出ている。

※高い割合で学校への「楽しさ」が表れている。
子どもにとって「行きたい学校」、保護者にとって「行かせたくなる
学校」の継続した取り組みを行いたい。

※自分からあいさつしている子どもの割合が高くなっている。
保護司・更生保護女性会等青少協の方々のあいさつ運動や児
童会総務委員会のあいさつ運動の取り組みが成果を示してい
る。こうした運動は、継続した意欲付けが習慣化につながるの
で、今後も多様な啓発をしていく。
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5 わかる喜びを

＜子ども＞学校の勉強が分かる。 ＜保護者＞児童は学校の勉強がよく分かると言う。

＜教師＞分かる授業、楽しい授業を工夫する。 ＜教師＞授業の中で児童に考えさせる場面を設定するように心がけている。

＜教師＞子どもの学力や学習の様子を適切に評価している。

6 子どもに寄り添う

＜子ども＞困ったことや悩みを相談する人がいる。 ＜子ども＞相談する人

＜保護者＞子どもの困ったことや悩みに誠実に対応している。 ＜教師＞子どもの困ったことや悩みに誠実に対応している。

＜教師＞保護者が子どものことで相談したことについて適切に対応している。

＜子ども＞あなたのよいところや頑張ったことなどを分かってくれる人がいる＜子ども＞分かってくれる人

今年度 82.7 2.5 14.8

＜保護者＞先生は子どものよさや努力したことなどを認めようとしている＜教師＞子どものよさや努力したことなどを認めている。

児童

※新学指導要領の全面実施に伴い、授業での言語活動の創意
工夫を行っている。こうした教師の創意工夫が楽しい・わかる授
業へとつながるものと考えている。
具体的な形成評価や評価基準の改善を充実させたい。

※今年度、高い割合で子どもに寄り添う教師を評価していただい
ている。カウンセリングマインドをもった教師集団でありたい。
やさしいことだけが、子ども寄り添うことではない。
子どもなりの悩み・不安を真摯に向き合い、解決していく力をつけ
させたい。
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7 いじめのない学校へ

友達が困っているのを見たとき、助けてあげる。 ＜子ども＞あなたのクラスは、仲間はずれやいじめなどを許さないクラスである。

＜保護者＞先生は仲間はずれやいじめなどを許さない学級作りに取り組んでいる。

＜教師＞仲間はずれやいじめなどを許さない学級作りに取り組んでいる。

8 規律ある学校を

＜子ども＞守っている学校の決まり（守れている子の割合）

＜子ども＞よく考えて話したり、よく考えて行動するようにしている。

※今年度、「東っ子のマナーブック」を策定し、共通理解のもと、
生活指導の充実を図っているところである。もっとも憂慮している
のは「廊下の歩行」である。具体的な対応を考えたい。
子どもへの指導の徹底はもちろんだが、大切なことは「大人」の
共通理解である。特に学校外での自転車の乗り方等は家庭での
指導が不可欠である。今後も一体とした生活指導をお願いしてい
く。

※残念なことに、いじめはどの学校でもどの学級でも起こりうる。
いじめを許さない学級作りを評価していただいている。
学校の取り組み他、子どもは地域や社会の影響も受けやすいも
の。学校・家庭・地域で一体とした対応が必要である。
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ア 廊下を静かに歩く イ 名札をつける ウ 授業中に勝手な話をしない エ 忘れ物をしない オ トイレのスリッパをそろえる

45.1 80 54.7 49.3 71 .9
カ 朝、集合場所に遅れない キ 一列歩行している ク 通学路を歩いている ケ 登下校時迷惑をかけない コ 登下校時寄り道をしない

80.5 46.3 88.9 91.5 84 .5
サ チャイム着席をする シ 不要品は持ってこない ス よその教室にははいらない セ ベランダには出ない ソ 職員室入室時のあいさつ

84.4 80.5 82.5 72.5 93 .5
タ 返事をして立つ チ 廊下などで暴れない ツ ヘルメット着用 テ 2人乗りをしない ト ヘルメットの着用

61.9 67.4 57.9 71.5 72 .7
ナ 南館１２階廊下は通らない

61.9
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9 家庭では

＜子ども＞家の人と学校のことや友達のことを話す。 ＜保護者＞子どもは、学校のことや友達のことを話す。

起床時刻（月～金） ＜子ども＞ ＜保護者＞

朝食 ＜子ども＞ ＜保護者＞

就寝時刻（月～金） ＜子ども＞ ＜保護者＞

地域の行事への参加 ＜子ども＞ ＜保護者＞

学校は保護者や地域と協力して子どもを育てようと努力している。＜保護者＞

10 学校では
学校は、授業や行事などの教育活動の様子や情報をわかりやすく伝えている。

＜保護者＞ ＜教師＞

学校の教育目標に基づいた学年経営、学級経営を行っている。 担当している校務分掌を実施するにあたり、教育目標の達成を意識している。

＜教師＞ ＜教師＞

※「早寝・早起き・朝ご飯」の定着が見られる。
家庭での基本的生活習慣への依存度は高い。家庭での意識の
違いは重要である。
「地域の中の学校」という視点は今後も継続していく。

※学校広報は、校長の重要な責務である。今後も学校だよりや
ホームページにより学校広報に努めていく。
学校の教育目標特に本年度の重点努力目標については、全教
職員が一丸となってその具現化に努める。
学校には多くの目標が存在するが、目標達成への手だてやその
内容の妥当性等、評価して改善を目指す。
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